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またターゲットサインも認めないため腸重積も否定

される。 
やはり大腸がんとの鑑別が難しいところではあるが、

悪性リンパ腫は大腸がんと比べ、内部エコーが均一、

伸展のよさがある。しかし提示した画像では分かり

づらく、悪性リンパ腫は消化管領域では稀な疾患の

ため、サーベイとしては不適切な設問であった。 
 
 
腹部・その他の超音波検査 設問４ 
【症例】５５歳 男性 
右声帯麻痺で耳鼻科受診。ＣＴで甲状腺腫瘤を指摘

され、超音波検査を施行した。 
甲状腺超音波画像から最も考えられる病態はどれか。

（画像４－１～４－４） 
【採血結果】 
Ｆ ｒ ｅ ｅ Ｔ ３  3.16pg/ml 、 Ｆ ｒ ｅ ｅ Ｔ ４ 

1.14ng/ml、ＴＳＨ 0.749μIU/ml、サイログロブ

リン 13.4ng/ml、抗サイログロブリン抗体 10IU/ml
以下 
 
1.腺腫様甲状腺腫 
2.濾胞腺腫 
3.濾胞癌 
4.乳頭癌 
5.Plummer 病 
 
正解 ４ 
正解率 78.9%（1 次評価）／89.5%（2 次評価） 
解説 
甲状腺腫瘤の症例である。岐臨技のサーベイにおい

て、甲状腺領域からは初めての出題だが、実施して

いる施設が多いと考え、出題した。正解は乳頭がん

である。甲状腺がんは乳頭がんが最も多く約８０％

を占める。症例の画像の結節は辺縁が不整で微細な

高エコースポットが散在している。選択肢の中で浸

潤性に発育する結節は乳頭がんのみである。 
濾胞癌、濾胞腺腫、腺腫様甲状腺腫は辺縁整な低エ

コー結節として描出される。共通の濾胞構造を有し、

比較的類似したエコー像を呈するため、それぞれの

鑑別は困難な場合が多い。Plummer 病は腺腫の一

種で自律的に甲状腺ホルモンを過剰分泌して全身に

甲状腺中毒症状を呈するものを呼ぶ。 
超音波検査で甲状腺腫瘤の質的診断は困難であるこ

とが多いが、乳頭がんについては超音波検査でも診

断しやすいと考える。 
 
 

まとめ 
日臨技のサーベイは肝臓の設問が多かったため、岐

臨技では肝臓を敢えて外して出題した。新規で、甲

状腺から出題を試みたが、正解率もよく、診断レベ

ルの高さが伺えてよかった。 
 

 
文献 
 1）肺血栓塞栓症および深部静脈血栓症の診断、治療、

予防に関するガイドライン 
 2）田中良一ほか編集：超音波検査テクニックマスター

(腹部・下肢編) 
3) 松尾汎監修：血管診療図解エコーテキスト 
4) 日本超音波検査学会監修：腹部超音波テキスト 
5) 岩崎信広ほか：ステップアップ消化管超音波検査 
6) 横沢保ほか：甲状腺・副甲状腺超音波診断アトラス 
7) 高梨昇：甲状腺・唾液腺アトラス 
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設問 1 

74 歳男性。 
発熱と意思疎通不可能で当院に受診し、脳波を施

行した。 
矢印で示した波はどれか。 
 

1. 鋭波 
2. 心電図 
3. 眼振 
4. 脈波 
5. 瘤波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解：2. 心電図 
正解率：96.3%（1 次評価）/ 100%（2 次評価） 

出題意図：設問 1 の波形は健常者に出現しやすい異

常波と間違えやすい波形です。正常波と異常波が鑑

別できているかを確認するために出題しました。鋭

波様で左側のみに混入しているので鋭波と間違えそ

うですが、心電図と波形と照らし合わせると一致し

て出現していることがわかります。今回のような波

の場合、間違えやすいこともありますので気を付け

ましょう。 
 
 
 

設問 2 
5 歳女児。就寝中に口をもぐもぐさせ、眼球が上

転していたので当院に受診。 
脳波検査で図 2 のような波が出現しました。 
この波が出現しやすいのはどれか。 

 
1. 開眼時 
2. 光刺激時 
3. 呼吸賦活時 
4. 軽睡眠時 
5. 深睡眠時 

 

 

 

 

 

正解：4. 軽睡眠時   
正解率： 96.3%（1 次評価）/ 100%（2 次評価） 

出題意図：設問 2 は突発波がどのような時に出現し

やすいか、理解しているかを確認するために出題し

ました。鋭波は central と temporal に出現し、

BECCT と 考えられます。これらの波が出現しや

すいのは軽睡眠期です。また、この背景脳波から

考えてもさざ波期であり、軽睡眠期と考えられま

す。てんかんを疑うような患者の場合は BECCT
に限らず、軽睡眠期に突発波が出現しやすいので

なるべく寝るまでとるように心がけましょう。ま

た、欠神発作の場合は呼吸賦活時に突発波が出現

しやすくなります。どんな時にどんな波が誘発さ

れやすいか考えながら脳波を取るように心がけ

ましょう。 

神経生理検査 
    中島 直美 

精
度
管
理
総
括

標
準
化
事
業
総
括

臨
床
化
学
検
査

免
疫
血
清
検
査

一
般
検
査

病
理
検
査

細
胞
検
査

生
理
検
査

微
生
物
検
査

輸
血
検
査

フ
ォ
ト
サ
ー
ベ
イ
監
修

血
液
検
査

平成27年度  精度管理事業部総括集 73

中島　直美
［大垣市民病院］

神経生理検査
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設問 3 

82 歳女性。糖尿病で血糖コントロール不良で他院

から紹介。 
教育入院時にＮＣＶ検査を行った。正中神経の結

果から考えられるのはどれか。 
 
ａ．遠位部のＭ波の振幅が近位部より高くなっ

ている。 
ｂ．遠位部のＭ波の振幅が近位部より低くなっ

ている。 
ｃ．遠位部刺激が正しい位置でない。 
ｄ．遠位部刺激が最大上刺激になっていない。 
ｅ．遠位部の刺激が強すぎる。 

 
1. a b c 
2. a b e 
3. b c d 
4. b c e 
5. c d e 

 
刺激 潜時（ｍｓ） 振幅（ｍＶ） 

運動神経 
手首 4.7 9.66 

肘部   13.4 

 

正解：3. b c d   
正解率： 84.0%（1 次評価）/ 96.0%（2 次評価） 

出題意図： NCV 検査の際に正しく波が描出され

ているかを確認できているかを見るために出

題しました。運動神経の M 
波の振幅は手首と肘部は同じになります。今回の

場合は手首（遠位部）の M 波の振幅が肘部（近

位部）より低くなっています。 
このようなことは刺激が最大上刺激になってい

なかったり、刺激位置が正しくない場合に起き

ることがあります。NCV の検査は最大上刺激

を行わないと正しい結果が出てこないことが

ありますので注意しましょう。 
 
 
 
設問 4 

74 歳女性。 
1 年前より右手のしびれで受診。ＮＣＶ検査を施

行。正中神経と尺骨神経の結果から考えられるも

のはどれか。 
 
1. 正常 
2. 手根管症候群 
3. 肘部管症候群 
4. 出口症候群 
5. 頸椎症 

 

正中神経の結果 

  
潜時 

（ｍｓ） 

伝導速度 

（ｍ/ｓ） 

運動神経 
手首 5.1   

手首-肘部   54.3 

感覚神経 
手首   38.5 

手首-肘部   60.8 

 

 

正解： 2 手根管症候群 .  
正解率： 100%（1 次評価）/ 100%（2 次評価） 

出題意図： 設問 4 は普段の検査の中でよく遭遇す

る疾患です。手根管症候群は手首にある手根管部

の絞扼によっておこる疾患です。症状としてはⅠ

～Ⅲ指のしびれです。神経伝導速度の所見では正

中神経の潜時延長や手首の感覚神経の伝導速度

の遅延が主にあげられます。今回の症例の場合は

正中神経の潜時が延長して手首の感覚神経の伝

導速度が遅延しており、尺骨神経には特に異常が

認められないので手根管症候群を疑う典型的な

症例です。 
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